
むかしの
どうぐ

こくごの教科書にのっている

「たぬきの糸車」 のお話にも、

糸車が登場するよ！！
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糸車 ～むかしの道具～

◆糸車ってどんなもの？
　糸車は主に綿花の繊維をよりあわせ

て、 糸を作るときに使う道具です。 糸

車は主に農家の女の人が使っていまし

たが、 その操作には練習が必要でした。

　糸車を使う作業は座ってするため、

台部分は手前にすこし斜めになるよう

につくられています。

◆糸車のつかいかた （糸のつむぐとき）

　大きな竹製の車部分の横に、

糸を巻き取る棒 （紡錘） を取

り付け、 車をまわすと 「ツム」

も回転し、 糸がよりかけられ

て、 糸が 「ツム」 に巻き取ら

れていきます。 よりをかけるツムに巻き取る

綿を棒（ツム）に巻きつける

綿の先端をツムに
くくりつける
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